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1  はじめに 
	
 近年、歯科用コーンビーム CT(以下 CBCT)を用い

たイメージベース有限要素析が応用されている。CT

イメージベース有限要素解析は、骨の HU 値（CT

値）から各ボクセルのヤング率を推定し、線形の等

方性材料モデルと定義している。しかし、CBCT は骨

の内部構造を現すことができる空間的な分解能を得

ることは困難であると共に、散乱 X 線やビームハー

ドニング、コーン角の影響により３次元像の CT 値

の信頼性が低い。	
 

	
 一方、放射光 CT 装置は、単色化されたエネルギー

の X 線を用いることから骨の内部構造を識別可能な

空間分解能と、正確な骨密度を算出可能な密度分解

能を持つ。	
 

	
 本研究では、放射光 CT によって下顎骨を撮影し、

骨の内部構造と骨密度を正確に計測することを目的

とする。	
 
 

2   実験 
試料にはヒト下顎骨を用いた。下顎骨皮質骨（右

側頬側顎角部、右側下顎体頬側小臼歯部、オトガイ
部）を放射光 CT 装置の撮影視野に合せて分割（φ
2.0mm×20.0mm）し、高エネルギー加速器研究機構	
 
放射光施設で、エネルギー35KeV、カメラ視野 36×
36mm、画素サイズ 18μｍ、露光時間 5sec、プロジ
ェクション数 1000 の条件で撮影を行った。 

3   結果および考察 
	
 各々の骨サンプルを計測し、三次元再構築を行っ

た（図１）。その結果、右側顎角部頬側皮質骨は管

腔構造が少なく、緻密な構造を呈していた。また、

オトガイ部皮質骨は管腔構造が多く比較的粗造な構

造を呈した。さらに、スライス断面から CT 値を求

めたところ、頬側顎角部(0.99〜1.03)＞下顎体頬側

小臼歯部(0.98〜1.01)＞オトガイ部(0.94〜1.01)の

順に高い値を示していた（表１）。以上より、放射

光 CT データを用いて、CBCT 装置の値から骨密度を

算出する必要性が示唆された。	
 

	
 

	
 
図１：骨サンプルの計測結果 
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表１：各断面の CT値 

4   まとめ 

	
 下顎骨各部位で皮質骨の内部構造、CT 値が異なっ

ていた。 
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